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人口・世帯状況
令和７年11月末現在（前月比） 世帯数 1,149世帯（-３）男  1,074人（-５） 女  1,110人（-５） 合計 2,184人（-10） 
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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
方
に
は
、新
年
を
迎
え
、健
や
か

に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い

ご
支
援
と
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、心
か
ら
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、安
田
町
は
町
制
施
行
100
周
年
と
い
う

大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

本
年
は
、次
の
100
年
へ
向
け
た
新
た
な一歩
を

踏
み
出
す
極
め
て
重
要
な
年
と
な
り
ま
す
。

一方
で
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
加
速
、

物
価
高
騰
に
よ
る
生
活
へ
の
影
響
な
ど
、
私
た

ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　

町
民
の
皆
様
方
に
は
、ご
健
勝
に
て
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
旧
年
中
は
、
町
政
各
般
に
わ
た
り
深

い
ご
理
解
の
も
と
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
に
お
き
ま
し
て
は
、
２
月
11
日
に
町
制

施
行
100
周
年
を
迎
え
、多
く
の
町
民
の
皆
様
方

の
ご
臨
席
の
も
と
、
10
月
５
日
に
は
記
念
式
典
、

記
念
行
事
等
を
盛
会
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
改
め
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ

れ
ま
で
築
い
て
き
た
郷
土
の
誇
り
と
絆
を
次
の

世
代
へ
と
継
承
し
、「
共
に
生
き　

未
来
につ
な
ぐ  

安
田
町
」
の
実
現
に
向
け
、
町
民
の
皆
様
方
と

と
も
に
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
近
年
は
全
国
各
地
に
お
い
て
台
風
や

豪
雨
、
地
震
を
始
め
と
す
る
自
然
災
害
が
発

生
し
て
お
り
、甚
大
な
被
害
が
生
じ
て
お
り
ま

す
。
本
年
に
お
き
ま
し
て
も
、住
宅
の
耐
震
化

促
進
、避
難
訓
練
の
実
施
や
情
報
伝
達
手
段
の

充
実
な
ど
、
町
民
の
皆
様
方
と
行
政
が一体
と

な
り
防
災
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
で
、災
害
時

に
お
い
て
も
迅
速
か
つ
確
実
に
行
動
で
き
る
体

制
を
築
き
、地
域
全
体
で
防
災
意
識
の
向
上
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、防
災
対
策
に
係
る
体
制

強
化
を
図
って
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

併
せ
ま
し
て
、物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
住
民

生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
影
響
に
よ
る
負
担
を
少
し
で
も

軽
減
す
る
た
め
の
生
活
支
援
策
を
講
じ
て
ま

い
り
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
、
過
疎
高
齢
化
が
進
み
地

域
が
弱
体
化
し
て
い
く
中
で
職
員
一
人
ひ
と
り

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
皆
様
と
関
わ
り
を
持
っ
て

対
話
を
重
ね
、地
域
の
課
題
に
協
働
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
「
対
話
と
協
働
」
に
よ
る
取
り
組
み
に
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

皆
様
方
の
よ
り
良
き
お
幸
せ
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

も
の
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
町
民
一人
ひ
と
り
が
安
心

し
て
暮
ら
し
、将
来
に
夢
と
希
望
を
持
ち
続
け

ら
れ
る
、
安
田
町
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
若

い
世
代
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く

り
、
農
業
を
中
心
と
し
た一次
産
業
や
資
源
を

活
用
し
た
新
た
な
交
流
、観
光
の
創
出
な
ど
町

の
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
を
力
強
く
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

町
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
住
民
意
思
を
的

確
に
町
政
へ
反
映
す
る
た
め
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
た
議
会
運
営
の
効
率
化
、議
員
の
な
り

手
不
足
対
策
な
ど
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
執
行
部
と
連
携
を
密
に
し
、よ
り

良
い
政
策
を
共
に
推
進
で
き
る
議
会
運
営
を

図
り
、
町
民
の
皆
様
に
寄
り
添
い
、
信
頼
さ
れ

る
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、希
望
に
満
ち

た
健
や
か
な一年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続

き
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

町 

長
　
黒 

岩 

之 

浩

町
議
会
議
長

　
佐 

竹 

正 

利
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明けましておめでとうございます
　　本年もよろしくお願いいたします

〃 〃
委

員

副
委
員
長

委
員
長

　［
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
］

〃 〃
委

員

副
委
員
長

委
員
長

　［
総
務
教
育
常
任
委
員
会
］

議
会
事
務

局

長

副
議
長

議

長

安
田
町
議
会鶴

田
亀
代
志

田
之
上
健
太

小 

松 

憲 

次

小 

松 

延 

茂

中 

島 

瑞 

夫

佐 

竹 

正 
利

内 

川 
一 
則

太 
田 
賢 

三

黒 
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円

安 

並 

功 

裕

町 

田 

知 
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鶴
田
亀
代
志

佐 
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正 

利

外
事
務
局
職
員
一
同

〃 〃
委

員

委
員
長

安
田
町
選
挙
管
理
委
員
会

委

員

代
表
監

査
委
員

 

安
田
町
監
査
委
員

〃 〃 〃
委

員

副
委
員
長

委
員
長

　［
議
会
運
営
委
員
会
］

西 

山 

眞 
里

豊 
永 
　 
均

西 
岡 
博 

文

西 
岡 

正 

彦

黒 

岩 

　 

円

西 

山 

明 

広

鶴
田
亀
代
志

中 

島 

瑞 

夫

内 

川 

一 

則

安 

並 

功 

裕

黒 

岩
　  

円

太 

田 

賢 

三

外
事
務
局
職
員
一
同

社
会
教
育 
課

長

教
育
次
長

〃 〃 〃
委

員

教
育
長

安
田
町
教
育
委
員
会 外

職
員
一
同

会

計 

管
理
者

地
域
創
生 

課

長

経
済
建
設
課

参

事

経
済
建
設 

課

長

町
民
生
活 

課

長

総
務
課
長

振
興
監
兼 

支
所
長

副
町
長

町

長

安
田
町
役
場公 

文 

浩 

司

中 

川 

　 

剛

廣 

岡 

　 

愛

清 

岡 

俊 

生

坂 

本 

美 

理

南 

　 

一 

寛

竹 

内 

良 

和

有 

岡 

憲 

作

今 

村 

明 

人

中 

野 

彰 

久

小 

島 

貴 

介

清 

岡 

智 

子

手 

島 

一 

憲

西 

岡 

正 

貴

南 

　 

順 

一

黒 

岩 

之 

浩

〃 〃
委

員

安
田
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

外
事
務
局
職
員
一
同

〃 〃 〃
委

員

　［
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
］

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃
委

員

会
長
職
務

代
理
者

会

長

　［
農
業
委
員
］

安
田
町
農
業
委
員
会

山 

本 

　 

真

公 

文 

順 

一

有 

岡 

光 

弘

中 

野 

吉 

健

黒 

岩 

　 

円

小 

松 

明 

彦

手 

島 

浩 

順

窪 

田 

　 

廊

井 

上 

章 

夫

久 

保 

田 

篤

西 

山 

　 

充

齊 

藤 

仁 

信

西 

山 

雅 

人

西 

岡 

智 

代

上 

総 

　 

博

小 

松 

悦 

子

清 

岡 

克 

弘
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関東安田会の私たちから、ふるさと安田町の皆さまへ

明けまして
おめでとうございます

故郷の発展と皆さまのご多幸をお祈り申し上げます
おかげさまで、会発足から 28 周年を迎えました

本年もどうぞよろしくお願いいたします
令和８年元旦

名誉会長　乾　　和雄（不動）　　会　　長　西岡　康雄（安田）
副 会 長　松本　雅也（安田）

［会員］（順不同）
有澤　正典（正弘）	 江頭　妙子（安田）	 南　　康男（安田）	 南　　博介（安田）
三宅　利道（東島）	 門田　　峯（唐浜）	 浜川　博司（安田）	 塩見　　暢（安田）
高松　　晃（安田）	 伊吹　泰介（中ノ川）	 岡村紀代子（安田）	 宮田　耿介（安田）
吉良　茂夫（不動）	 鏑木　　伝（内京坊）	 廣瀬　律子（安田）	 小川　利行（小川）
南　　一彦（安田）	 武内　頼宣（間下）	 中野　富夫（西島）	 根元　瑞枝（安田）

  第32回　  寧浦全国色紙展
３町村合同で書画展開催

11 月29日から12日7日まで、町文化センターで第 32 回寧浦全国色紙展が
開催されました。最高賞の岡本寧浦賞には、奈半利町の東明夫さんが選ばれ、
清岡治之助賞には日高村の岩上樹乃さんが高校生で初めて上位入賞しました。
また、町文化センター教室生からは１人が褒状に選ばれました。

会場には、一般作品のほか、招待作家や無鑑査の作品など計 392 点が展示
され、田野町の空谷記念田野全国水墨画展、北川村の中岡迂山記念全国書
展とあわせて、全国各地から鑑賞者が訪れました。

受賞者は次の方々です。（敬称略）

関東安田会は、新しく入会される方を募集しています。

問い合わせ先　役場総務課　☎ 38-6711　FAX38-6780

岡
本
寧
浦
賞

「
我
わ
れ
わ
れ
を
わ
す
る

忘
吾
」	

東　
　

明
夫　
奈
半
利
町

高
松
小
埜
賞

「
山さ
ん

色し
ょ
く

健け
ん

」	

櫻
井　

和
惠　
東
京
都

清
岡
治
之
助
賞

「
伊い

勢せ

物も
の

語が
た
りよ
り
」	岩
上　

樹
乃　
日
高
村

石
田
英
吉
賞

「
春は
る

」	

柳
橋　

伸
和　
東
京
都

竹
本
土
佐
太
夫
賞　
　
　

「
亀か
め

」	

木
下　

蒼
絢　
兵
庫
県

高
知
県
知
事
賞　
　
　
　

「
不ふ

遊ゆ
う

枝し

流り
ゅ
う

」	

岩
本　

香
代　
南
国
市

高
知
県
教
育
長
賞

「
し
ら
ゆ
り
を
」	

大
原　

久
子　
越
知
町

安
田
町
長
賞

「
自み
ず
か
ら
へ
い
ぜ
い
の
み
ち
を
た
の
し
む

楽
平
生
道
」	松
垣　

窻
麗　
大
阪
府

安
田
町
議
会
議
長
賞

「
長
ち
ょ
う

楽ら
く

」	

丹
崎　

超
山　
北
海
道

安
田
町
教
育
長
賞

「
花は
な

し
ょ
う
ぶ
」	

川
上　

彩
希　
室
戸
市

土
佐
鶴
賞

「
鈴す
ず

木き

満み
つ
るの
詩う
た

」	

中
田　

勝
也　
徳
島
県

「
祭ま
つ
り」	

南　
　

扇
翆　
大
阪
府

「
應お
う

機き

無む

盡じ
ん

」	

高
橋　

鳳
谷　
東
京
都

玉
の
井
賞

「
若わ
か

山や
ま

牧ぼ
く

水す
い
の
う
た
」	

島
川　

準
司　
徳
島
県

町
制
施
行
100
周
年
記
念
賞

「
獨ど
く

坐ざ

觀か
ん

心し
ん

」	

藤
倉　

小
鷗　
千
葉
県

奨
励
賞	

19
人
の
方
々

褒
状

「
公こ
う

身し
ん

忘ぼ
う

私し

」	

南　

佳
恵
子　
安
田
町

	

ほ
か
23
人
の
方
々

岡本寧浦賞「我忘吾」 東 明夫さん
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「がんばるやすだ応援券」
取扱事業者を募集します！

今般のエネルギー・食料品価格等の物価高騰による影響緩和と、地域経済の振興を図るため、
国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、「がんばるやすだ応援券」の配布を
予定しており、次のとおり商品券取扱事業者を募集します。

募 集 対 象
町内の事業所・事業者（店舗を持たない大工等の個人事業者も申請できます）

募 集 期 間

2 月 13 日（金）まで
期日までにお申し込みいただいた事業所は、商品券発送時に同封する取扱事業者一覧表に掲載します。

申 込 用 紙
役場総務課、中山支所で配布（安田町ホームページからもダウンロードできます）
申込方法や詳細については安田町ホームページをご覧ください。
URL　https://www.town.yasuda.kochi.jp/

商品券名「がんばるやすだ応援券」
＜概要＞
令和７年 12 月１日時点で住民基本台帳に記録されている方に、１人当たり3 万円の商品券を送付します。
＊安田町内の登録店舗等で使用可能な町内限定商品券：1 万 5 千円分
＊町内および中芸地区の登録店舗等で使用可能な中芸地区共通商品券：1 万 5 千円分
３月上旬から、世帯主に世帯全員分を一括してお届けする予定です。

（お届け時期は、郵便局の配達状況により異なります。また、受け取りの際には印鑑またはサインが必要です）

＜使用期間＞
４月１日（水）から 9 月 30 日（水）

＜使用可能な店舗等＞
発送時に登録店舗等一覧を同封します。
商品券が使用できる店舗等には、ポスターが貼られます。

安田町内事業者の皆さまへ

問い合わせ先　役場地域創生課　☎ 38-6713　FAX 38-6723
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人権啓発活動を実施しました
12 月４日から 10 日の人権週間にあわせ、町人権教育研究協議会では、地域の人権意識を高めようと人権啓発

活動を実施しました。
期間中、町文化センター、中山公民館、町立福祉館、安田まちなみ交流館・和に人権コーナーを設置し、来場

者に啓発物資を配布したほか、12 月５日には広報車で町内をまわり、人権啓発パレードを行いました。
また、安田小中学校では、児童生徒が人権学習の一環として人権標語を作るなど、人権教育に取り組みました。

薬師地区の海岸を清掃しました
11 月 21 日、清伸老人クラブ寿会が主体となって、薬師海岸から安田海

岸の漂着ごみ等の収集を行いました。
この活動は薬師海岸の不法投棄物の撤去を実施したことをきっかけに、 

きれいな海岸を保つことを目的として、平成 19 年からビーチボランティアと
して海岸清掃を継続して実施しており、年に２回、11 月と２月に行っています。

当日は、老人クラブのメンバーや地区住民の方々をはじめ、県土木事務所、
福祉保健所など、約 20 人が参加し、海岸に漂着したごみやルールを守らず
に捨てられているごみを２トンダンプ１台分回収しました。

清掃活動を始めた当初は、粗大ごみや不法投棄ごみなど目に余るごみがた
くさん回収されていましたが、ここ数年は大きなゴミはほとんどなく、漂着し
たプラスチックごみが大半となっています。このプラスチックゴミは分解される
のに数百年かかるともいわれ、環境への影響が大きく問題となっています。 
また、海に流れ出たプラスチックは、微細化してマイクロプラスチックとなり、
魚等の食物を通じて人間にも影響を及ぼすともいわれています。

最近では、地域の皆さんの協力もあり、美しい海岸が保たれています。 
ボランティアの方々の汗と努力を無駄にしないためにも、絶対にごみのポイ捨て
や不法投棄はせず、みんなの海を守っていきましょう。

町民の声がしっかり届く、町民の目線に立った、町民と共に歩くまちづくりを進めるため、
「町長室開放日」と「町長の中山支所勤務日」を設けています。
１月は、平日お仕事などで訪問できない町民の方々にも訪問していただけるよう、休日に「町長室開放日」を設けます。
日ごろ感じていることや役場への提言など、皆さまのご意見をお聞かせください。

１月の「町長室開放日」及び
「町長の中山支所勤務日」について

◆町長室開放日　　 １月18日（日） 午前10時から午後３時
◎中山支所勤務日　１月29日（木） 午後２時から午後５時
※来客の状況により、若干お待ちいただく場合がありますのでご了承ください。



広報やすだ　№ 721　令和 8（2026）年 1 月 1 日7

「中芸広域連合消防出初式」が開催されます
１月 11 日、新春恒例の中芸広域連合消防出初式が開催されます。
式では、本町など中芸地区の消防団員による分列行進や消防車両からの一斉放水等が実演されます。
式後に、安田八幡宮で火鎮祭も行われます。この祭りは、火の取り扱いに注意して、里々が大火無き１年となるよ

う祈願するものです。
いずれも伝統のある防火・防災行事です。皆さまお誘い合わせの上、ぜひ会場へお越しください。

【消防出初式】                                       
日　時　１月 11 日（日）　午前９時開会 
場　所　中芸広域連合消防本部
　　　　（雨天時：田野町ふれあいセンター）　　
　　　　※一斉放水は奈半利川左岸で実施します。
問い合わせ先
中芸広域連合　消防本部消防署　☎ 38-2643　 FAX 38-2554

【火鎮祭】
日　時　１月 11 日（日）午前 11 時
場　所　安田八幡宮
問い合わせ先
役場総務課　☎ 38-6711　FAX 38-6780

個人番号カードに関する申請や更新手続きのため夜間及び休日窓口を開設します。
１・２月の開設日は次のとおりです。

夜間窓口開設日：１月６日（火）、１月 22 日（木）、２月 10 日（火）、２月 26 日（木）
　　受 付 時 間：午後５時 15 分から午後７時まで
休日窓口開設日：１月 17 日（土）、２月 21 日（土）
　　受 付 時 間：午前９時から午後４時 30 分まで
※個人番号カード及び公的個人認証に係る事務に限ります。手続きによっては、必要書類等がございますので、 
　不明な点は事前に町民生活課までお問い合わせください。
　窓口が混み合っている場合は、お待たせする場合がございます。お時間に余裕を持ってご来庁ください。

個人番号カード夜間・休日窓口開設のお知らせ

問い合わせ先　役場町民生活課　☎ 38-6712　FAX38-6780

リチウムイオン電池が使用されている電気製品

リチウムイオン電池を処分する際はきちんと分別しましょう
リチウムイオン電池の誤った廃棄が原因による、ゴミ収集車やゴミ処理施設の火災が全国的に急増しています。
ゴミ収集車やゴミ処理施設の火災は、ゴミ処理に支障をきたし、作業員や周辺住民の方に被害が及ぶ危険性が�
あります。このような火災を起こさないためにも、皆さま一人一人がゴミの分別を正しく行うことが大切です。
リチウムイオン電池を処分する際は、窓口回収場所（※）に持参するか、月に１回の『危険ごみ』の収集日に�
出してください。� （※）電気製品本体から電池が外せない場合は、本体ごと排出してください。

（※）下記の場所で窓口回収しています。

● 役場町民生活課　● 中山支所　　
● 福祉館

『危険ごみ』として排出する方法
〇各地域での排出日に、金属端子部やリード線にビニー
ルテープ等を貼り、ほかの危険ごみと分け、中身の見え
るごみ袋に入れて排出してください。

問い合わせ先  役場町民生活課　　☎ 38-6712　FAX38-6780

例

スマートフォン モバイルバッテリー 電子タバコ 電動ハブラシ

※その他、
充電式家庭用
電子機器に使用
されています。
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安田町健康

ふれあい
まつり

2025

11 月15 日、町保健センターで「健康ふれあいまつり」を
開催し、子どもから高齢の方まで大勢の来場者でにぎわい 
ました。この催しは、住民の健康増進に対する意識啓発と 
参加者が相互に交流を深めていただくことを目的として毎年
実施しているもので、今回実施した内容について、その一部
をご紹介します。

健康測定コーナーでは、体組成測定器、フットバランス
チェックを活用した測定が行われ、測定された方からは 

「自分の体が思ったよりも若かった」「重心を意識するように
したい」といった声が聞かれました。健康測定機器を使って
楽しく自己の健康状態を把握していただき、健康に関する 
意識づけが図られたように感じました。

体験コーナーでは、古民家カフェ「いなかじかん」の有澤
さんによるアロマハンドマッサージや、整体師の吉原さんによ
る施術体験が行われ、短い時間でありながら、アロマの香り
やハンドマッサージによる癒しと、身体の歪みや筋肉の緊張
を整える体験ができるということから、開始から終了まで 
順番を待つ人が絶えませんでした。

また、高知東部交通によるバスの乗り方教室や、とりちゃん
クラブによるゲームコーナーや演奏が行われ、バスの乗り方
教室では、多くの親子連れが実際のバスで「IC カードですか」
を利用した乗車体験を楽しんでいました。

そのほか、健康パスポートや環境パスポートの普及啓発
コーナーでは、パスポートの申請及びポイントを取得する 
方法の説明や、女性の会が制作した洗剤や植物の成長を 
促す効果のある安田 AI の配布、また、食生活改善推進 
協議会による「野菜摂取」を目的とした、バーベキューソース
使用の野菜炒めの配布も早々に終了するなど、来場された方
へのプレゼントも非常に好評でした。

健康づくりには、運動や食事の改善などさまざまな方法が
ありますので、皆さんも自分にあった健康方法を見つけて 
取り組んでみてください。

受付の様子

健康年齢測定

施術体験

バスの乗り方教室
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フェスティバル土佐

第54回

ふるさと
まつり

令和 7 年度 

文化祭

11 月 15 日・16 日の 2 日間、町文化センター
で文化祭（町文化協会主催）が開催され、町内
の文化教室生をはじめ、園児や小中学生、一般
応募者の作品が多数展示されました。

15 日には「親子で本を楽しむ日」のコーナー
として、絵本の読み聞かせが行われ、園児たちが
楽しく参加しました。工作教室では「葉っぱの 
万華鏡づくり」が行われ、参加者に大人気でした。

また、「生花体験」「絵手紙体験」「水引チャー
ムづくり」「ねり香水づくり」「起震車体験」の各
コーナーでは、子どもから大人まで多くの方が 
参加しました。

このほか、「とりちゃんバンド」の演奏が流れる
中、日赤食堂のうどんや、こうち生協キッチンカー
などの軽食をたくさんの方に楽しんでいただき、
にぎやかな文化祭になりました。

11 月 14 日から 16 日の３日間、高知市鏡川河畔 
「みどりの広場」でフェスティバル土佐「第 54 回ふるさ
とまつり」が開催され、県内各地域自慢のご当地グルメ
が勢揃いし、秋の味覚を楽しむ大勢の人でにぎわいました。

安田町の小間では、人気の「なかむらの玉子寿司」や
「生パスタ」「山芋コロッケ」「田舎寿司」「自然薯」などを
販売しました。連日、販売開始時間から行列ができ、 
昼ごろには多くの商品が完売してしまうほど大好評でした。

３日目には恒例のふるさと大鍋料理で「山芋汁」の 
販売を行い、ご来場の皆さんには体の芯から温まって 
いただきました。

とりちゃんバンド

作品展示の様子

お菓子のつかみどり

おはなし会の様子
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20歳になると国民年金への加入が義務付けられます
国民年金は、年を取ったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、 

働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
20 歳以上 60 歳未満の方は加入することが義務付けられていますので、20 歳になると日本年金機構から 

国民年金加入のお知らせが届きます。

国民年金のポイント

●将来の大きな支えになります！
　国民年金は 20 歳から 60 歳までの方が加入し、保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって
　保障されます。
●老後のためだけのものではありません！
　国民年金は、年を取ったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。
　障害年金は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。
　また、遺族年金は加入者が死亡した場合、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や 
　「子」）が受け取れます。

国民年金保険料のお支払い

●国民年金の保険料
　国民年金第 1 号被保険者及び任意加入被保険者の 1 ヵ月当たりの保険料は 17,510 円です。（令和７年度）
●付加年金制度
　定額保険料（17,510 円）に月額 400 円の付加保険料を上乗せして納めると、将来の老齢基礎年金に付加年金 
　が加算され、年金額を多く受け取れます。
●前納割引制度
　保険料をまとめて前払い（前納）すると、割引が適用されるのでおトクです。
　※付加年金および前納は申出月からの開始となりますので、20 歳到達月（20 歳の誕生日の前日が含まれる月） 
　　からの納付を希望される場合は、20 歳到達月中にお申し出ください。

　学生納付特例制度と納付猶予制

●学生納付特例制度
学生の方は、ご本人の所得が一定額以下の場合、世帯主の所得にかかわらず保険料の納付が猶予される制度です。
対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校および 
各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。

●納付猶予制度
学生でない 50 歳未満の方で、ご本人および配偶者の所得が一定額以下の場合に保険料の納付が猶予される 
制度です。

保険料を未納のまま放置すると、年金の給付を受け取ることができない場合があります。
また、保険料には学生納付特例制度、納付猶予制度の他、免除制度があります。
国民年金のご相談・お手続きについては、役場町民生活課または南国年金事務所までお問い合わせください。

　　　　問い合わせ先　　役場町民生活課　☎ 38-6712　FAX 38-6780
　　　　　　　　　　　　南国年金事務所　☎ 088-864-1111  FAX 088-863-1019
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そろそろ帰ってこんかね？　

安田町は、いつでもあなたの帰りや
相談を待っています

この時期は家族が集まる貴重な機会です。この機会にこれからの家族のこと、家のことについて考えてみませんか。安田
町ではＵ・Ｉターンを促進するため、町内にある空き家を積極的に活用するための支援や移住・定住に必要な費用に対する 
助成を行っています。具体的には、空き家バンク（※１）の運営や空き家のリフォーム及び不要品処分費用の一部助成の
ほか、若者世代が安田町で住宅を確保する際の奨励金を交付しています。
「安田町へ帰りたい」「住む家を探している」「就農に興味がある」など、少しでもＵ・Ｉターンをご検討されている方や

そのご家族にお伝えできる情報がありますので、この機会にぜひご相談ください。
主な移住支援について

●住宅改修費用、荷物整理に必要な費用を助成（住宅改修：上限 270 万円、荷物整理：上限 30 万円）
●若者世代（※２）が町内で住宅（新築、中古住宅等）を取得する場合や、親世帯と同居するためのリフォームを行う

場合に奨励金を交付（奨励金：50 万円又は 100 万円※別途要件該当による加算有）
●就農支援（就農前の研修を後押しする支援、指導農家による研修、青年就農者への経営支援）
●子育て支援（認定こども園の保育料等無料、赤ちゃん誕生祝金支給、子育て用品支給（年齢・回数制限有）、満 18 歳

まで保険診療医療費全額補助、高校生の教育に係る費用への補助）
【うぇるかむ安田協同組合について】
●令和７年４月に町内で設立された同組合は、移住者等を正職員（マルチワーカー）として雇用し、年間を通して町内の

複数の事業所に派遣を行うことで、地域の産業の担い手確保や安定した雇用創出に取り組んでいます。マルチワークに
興味のある方は下記までお問い合わせください。

　☎ 30-2010　E-mail:welcome.yasuda530@gmail.com  職員募集内容は右の QR コードから ▼

民泊受入家庭を募集します
平成 28 年度から高知県東部地域で修学旅行生を一般家庭で受け入れ、田舎生活体験を 

行う民泊に取り組んでいます。体験は特別なことは必要なく、普段から各家庭でしていることで
構いません。

民泊に興味を持たれた方は、ぜひ民泊受入家庭としてご登録をお願いします。
ご登録いただける場合や詳細をお知りになりたい方は、地域創生課までお問い合わせください。

高知県移住ポータルサイト 高知家で暮らす。
高知県移住コンシェルジュ　☎ 088-823-9336
E-mail iju@iju-jinzai.kochi.jp
※高知県へのＵターン・Ｉターンを支援するための総合窓口です。

問い合わせ先　役場地域創生課　☎ 38-6713　FAX 38-6723

町ホームページ
安田町移住情報

（空き家バンク・各種支援制度）

高知県空き家相談窓口
☎ 088-803-6511　
※県が設置している空き家のさまざまな悩みについて無料で相談
できる窓口です。

移住プラットフォーム　スマウト
地域と地域に関わりたい人をつなぐ、
移住のためのマッチングサービスです。
安田町での暮らしや仕事に関する記事も
多数掲載中です。

※１ 安田町のホームページ等で空き家の物件情報を移住希望者等へ紹介する制度
※２ 34 歳以下の単身世帯、若者夫婦世帯（39 歳以下の夫婦のみの世帯）、子育て世帯（18 歳未満の子がいる世帯）

問い合わせ先   役場地域創生課　☎ 38-6713　FAX38-6723

主な体験内容　・田舎（家業）体験…ナス収穫、ピーマン収穫、田植え、魚釣り、施設見学等
　　　　　　　・食事づくり体験……かつおタタキ、五目ちらし寿司、収穫野菜カレー等

受入人数　　　１家庭あたり３人から５人

報酬について　体験料をお支払いします。
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新年明けましておめでとうございます

年頭にあたり、町民の皆さまには本年が麗しい良き一年でありますことを心よりお祈り申し上げます。

昨年は、執筆者の方はもとより、町民の方々からの 

足かけ４年に及ぶご協力を得て、町制施行 100 周年の

事業の一環として『新編安田文化史』を刊行すること

ができました。今年は資料編にあたる「付編」を刊行い

たしますが、いよいよその事をもって新安田町史編さん事

業を結束いたします。

この事業が始まった時、“ほたる”はこれほどまでに自

分の故郷を知り、自分の故郷について学ぶことになるとは予想だにしておりませんでした。それまでの自分

は、安田といえば自分が生まれた地区しか知らず、少々仕事で行き来した中山間地に考えを致す程度でし

た。それが今や――詳細はなお心もとないですが――、自然に安田の各地区の様子をイメージでき、また、 

さほど緊張することもなく初対面の町民の方とも話をすることができるようになりました。これは、新町史編さん

の活動の中で、ほたるの質問に真
しん

摯
し

に耳を傾けていただき、温かい励ましの言葉をかけてくださいました町民

の皆さんのおかげです。

今回は一つ申し添えたいことがあります。自分は 27 歳から歴史を仕事に

しています。そのスタイルは、文章や物を通してそこに生きた人間のありよう

をできるだけ具体的に（例えていえば息づかいが分かるほど）把握し、 

感じ取ろうとするものです。「言うは易く行うは難し」なのですが、その 

基礎は大学で学んだものです。自分の志向は時間とともに、また場所を 

中国大陸の農村、台湾の漁港に移しながら強くなっていきました。言葉を 

交わす中で感じる、そこで暮らす人 の々過去、現在、将来に対する想いを

頭に置いてその地域の歴史を書くこと――この事が、安田町の歴史を書く

ことにおいても変わらず自分の中にありました。

本年もこれまで同様皆さんのご協力を賜りたく、よろしくお願いいたします。

町史編さん室だより 町史編さん室だより ㊷ 編さん室 ほたる

問い合わせ先　町教育委員会　☎ 38-6714  FAX 38-6717

町史編さん室（町文化センター２Ｆ） 
編さん室活動日：毎週月・水・金曜日の午前 11 時から午後 3 時（※不在の場合があります）

☎ 38-5711　 FAX 38-5745　E-mail: y-choushi@me.pikara.ne.jp 
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中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会

～中芸地域の日本遺産魅力発信便り vol.102 ～
日本遺産 第３号認定 登録番号 051

 集落活動センターなかやまと共同でゆずの収穫やゆず搾りの体験を提供しました 

 安田町と北川村の文化祭で写真展示を行いました 

H P Instagram ガイドコースfacebook

１１月９日に高知県のどっぷり高知旅のツアーで訪れたお客さま、１１月１7日に旅行会社の紹介で訪れた 
フランス・インドの個人のお客さまに、ゆずの収穫やゆず搾りを体験していただきました。参加した皆さんは、 
搾った瞬間から広がる香りに顔をほころばせ、搾りたてのゆの酢の酸っぱさに驚いていました。搾って残ったゆず
の皮や種は捨ててしまうことが多いですが、「ジャムや化粧水を作ってみたい」と皮や種を袋いっぱいに詰めて 
持って帰られる方もいました。

１１月１５日から16日まで開催された安田町文化祭、１１月１３日から１８日まで開催された北川村文化祭で、
写真パネルを展示しました。

それぞれの町村に所在する構成文化財の最近の写真、構成文化財やその周辺地域の昔の写真など、日本 
遺産ゆずとりんてつを感じられる写真を選びました。会場ではご年配の方からお子さんまで足を止めて写真などを
眺めていただいている姿を見ることができました。

問い合わせ先

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
（役場日本遺産推進室内）☎ 30–1865　FAX 30–1866
E-mail：yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
HP：https://yuzuroad.jp/「ゆずとりんてつ」で検索

初めての搾汁に驚く
県観光特使の菊地美香さん

ミュージアムでの解説 搾りたてを試飲するフランスの皆さん

安田町文化祭での展示 北川村文化祭での展示
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問い合わせ先　町保健センター　☎ ３８-６６７８　FAX３８-６６７9

大腸がん検診を受けましょう！
大腸がんとは？

大腸がんは、大腸にできる悪性の腫瘍です。大腸は食べ物を消化する働きがあるため、肉食中心の欧米
型の食生活や運動不足などが大腸がんの発生リスクを高めます。

こんな症状が出たら要注意！
血便は、痔による出血と間違われやすいので注意しましょう。結腸がんは、進行しても症状が現れにくい

ので、年に1回は大腸がん検診を受けましょう。

大腸がん検診 今年度は下記の日程で容器の配布と回収を行います。
町で行っている検診は、便潜血検査です。
便の表面をスティックでこすりとり、便から血液が検出されるかを調べる検査です。

治療方法
早期であれば、内視鏡で病変を切除して比較的簡単に治療できます。進行がんになると、開腹手術で 

がんの部分を切り取ります。手術療法の他に、放射線療法や抗がん剤治療を組み合わせることもあります。

大腸ポリープはがんになる？
ポリープとはイボのようなもので、大腸の内側の粘膜から突起状に出たものを大腸ポリープと呼びます。良性

ポリープなら問題ありませんが、悪性ポリープの場合は、大きくなると大腸がんになる可能性があるので切除
します。ポリープは自覚症状が現れないので、自分で気づくことができません。検診で見つけることが重要です。

● 血便　● 便が細くなる　● 残便感がある　● 便秘と下痢を繰り返す　● お腹がはる  など

容器配布日
配 布 日 会　場 時　間 料　金

１月15日（木）

小川集会所 9：30 〜 9：50

300 円
※容器配布時に

微収します。

中山公民館 10：00 〜 10：40
ふれあいセンター 11：00 〜 11：30

福祉館 11：40 〜 12：00
保健センター 13：00 〜 15：00

容器回収日
回収日 会　場 時　間

１月20日（火）

小川集会所 9：30 〜 9：50
中山公民館 10：00 〜 10：40

ふれあいセンター 9：30 〜 10：00
福祉館 10：10 〜 10：40

保健センター 11：00 〜 14：00
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特に多い尿もれの症状は２つ
●腹圧性尿失禁（力を入れた時に漏れる） 

「せきやくしゃみをしたとき」「重たいものを抱えたとき」など、お腹に力が入った瞬間に尿がもれる症
状です。

●切迫性尿失禁（間に合わない） 

急に尿がしたくなり、我慢できないために漏れてしまう、トイレに間に合わないという症状です。

尿もれの改善・予防について
緩んでしまった骨盤底筋を鍛えることで尿もれを予防・改善することができます。

排尿トラブル 一人で悩まないで！

高 知 大 学 看 護 学 科 だ よ り  

40 歳以上の女性の約 3 ～ 4 割の人が何らかの排尿に関する問題を抱えています。

排尿に関する問題は、他者に相談することに少なからず躊
ちゅう

躇
ちょ

を感じ、一人で悩んで 

いる方が多いです。

高知大学医学部看護学科　石岡洋子

コツは「生活に取り入れてちょこちょこ行う」ことです。
テレビを見ながら…歯磨きしながら…
毎日継続することで、効果が期待できます。

尿漏れは原因が解消されたら改善できる症状です。
症状に悩んだら、恥ずかしがらずに専門家に相談することも。
症状が軽い早期に相談することで QOL の向上、QOL の低下を防ぐこと

ができます。

骨盤底筋体操
①おなかの力を抜き、顔を上げ、前を見ます（立っても座っても OK！）

②肛門・膣・尿道を意識して、５秒間ぎゅっと「締めて－緩める」を繰り返します。 
10 回を１セットとして１日５セット



相続登記無料相談会
高知県司法書士会では、２月を「相続登記はお済みですか月間」として、２月中は県内各会員事務所で

相続登記に関する無料相談をお受けしています。
また、月間に先立ち、下記のとおり無料相談会を開催します。
昨年度から義務化された相続登記の申請に関することをはじめ、遺

言や遺産分割協議など、相続登記手続き全般についてお気軽にご相
談ください。

相談日時　１月 31 日（土）午前 10 時から午後１時
相談会場　安芸市民会館（安芸市矢ノ丸３丁目１２）

問い合わせ先　高知県司法書士会総合相談センター　☎ 088-825-3143
　　　　　　　HP: https://www.kochi0888253131.com/
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「採
さい

樵
しょうか

歌」を読む会
次回は１月21日（水）午後１時30分から

午後３時を予定。参加費：無料

通信和
なごみ

明けましておめでとうございます。昨年も大変お世話になりました。今年もよろしくお願い
いたします。

和で現在開催中の企画展「石田英吉ふるさとへの手紙」では、英吉の娘の手紙も展示し
ています。今回はその中から一部紹介をしたいと思います。

英吉の手紙とともに発見された娘・裕
ゆう

の手紙は、祖父母やいとこの瀧（英吉の弟・松道の
娘）へ向けた、遠方でなかなか会えない寂しさや体を気遣う優しさが見られる内容になっています。とても丁寧に書か
れた文字を見ると、教養ある麗しい令嬢が思い浮かびます。特に、紹介している裕の手紙には決まって、手紙の終わり
頃に「かしく」と書かれていて、これは「恐縮です」というような意味がありますが、昔
おおよそ女性が手紙を書く際に、結びといって書き終わりに「かしく」や「かしこ」と 
書く決まりがあり、古くは平安時代から使われていたことが分かっています。

展示している全ての手紙には現代語訳がついているので、読みやすくなっています。 
ぜひ実際に目にして、父親の英吉と娘の裕の手紙を読み比べていただけたらと思います。

石田英吉の娘の手紙からみえる 昔の手紙文化

期　間：令和８年３月８日（日）まで
直筆書簡新発見記念　石田英吉ふるさとへの手紙開催中の

企画展

安田まちなみ交流館・和
なごみ

開館時間／午前 9 時から午後 5 時（最終入館午後 4 時 30 分まで）
企画展観覧料／ 200 円（高校生以下、障害者手帳提示者等無料）
休館日／火曜日（祝日の場合はその翌営業日）、年末年始（12/28 から1/2）
安田町大字安田 1674 番地 1　☎・FAX 38-3047

12 月6日、高知えんむすび隊の大学生 11 人が、町多目的交流センターを訪れ、山芋の収穫体験と郷土料理づくりを
行いました。参加した学生の中には、この夏の GLOCAL 実習で中山地区に来ていた学生もおり、地域の皆さんと久しぶり
の再会を喜ぶ姿も見られました。山芋の収穫では、畑から立派な山芋が次 と々掘り出されるたびに「すごい！」と明るい声
があがり、あちらこちらで笑顔が広がっていました。料理体験では、女性部の皆さんが山芋の擦り方や調理のコツを丁寧に
教えてくださり、学生たちは「こんなに粘りが強いんですね」と驚きながら調理を楽しんでいました。体験のあ
とは、地域の皆さんと一緒に昼食を囲み、和やかな雰囲気の中で談笑するひとときもありました。午後からは、
学生の若い感性を生かして中山地区の魅力をSNSで発信する実習を実施。地域の方 も々参加し、一緒に動画
作りに取り組みました。作成した動画は、当記事に掲載の QRコードからご覧いただけます。

※Instagram の「ゆずロードミュージアム」を検索して閲覧も可能です。

安田町ふるさと応援隊・１月のお便り
～中山をどんどん元気にしていこう～

高知えんむすび隊が山芋収穫・郷土料理体験に挑戦しました

集落活動センターなかやま・応援隊へのお問い合わせ、ご意見、ご要望は、
☎ 30-1750、FAX 30-1826 まで！

☆中山健康教室ピラティス☆
　１月５日 ( 月 )、19 日 ( 月 ) 午後７時開催予定です。

☆中山を元気にする会 定例会☆
　１月 15 日 ( 木 ) 午後６時を予定しています。

山芋収穫の様子 収穫した山芋を擦っている様子たくさん採れました！



給付認定区分
認定区分 内　　容 利 用 時 間

１号認定 満３歳以上で、保育を必要としない場合
（２号認定以外の子ども） 教育標準時間（１日３から４時間）

２号認定 満３歳以上で、保護者の就労等の事由により、
保育を必要とする場合

保育標準時間（１日 11 時間）
保 育 短 時 間（１日 ８時間）

３号認定 満３歳未満で、保護者の就労等の事由により、
保育を必要とする場合

保育標準時間（１日 11 時間）
保 育 短 時 間（１日 ８時間）

※「保育標準時間」「保育短時間」は、保護者の就労時間により認定されます。

令和８年度

幼保連携型認定こども園
安田さくら園入園児募集

●下記のとおり園児の募集を行いますので、入園希望者は申し込みをしてください。
　なお、特別な事情がある場合は、年度途中での入園申し込みもできますが、受け入れ体制により途中入園ができ
ないことがあります。
●国による３歳以上児の保育料無償化に加え、本町で安心して子育てしていただける取り組みとして、３歳以上児
の給食費および３歳未満児の利用者負担金（保育料、給食費）を無料とします。　
　（ただし、本町に住所を有し現に居住しており、町税等に滞納がない、町内施設を利用する世帯に限ります。）

対 象 者　 ０歳児（生後６ヵ月以上）から５歳児で入園基準に該当する者（令和８年４月２日現在の年齢）
保育時間　 午前７時30分 から 午後６時 30分 （保護者の就労時間等により利用できる時間が異なります）
申込場所　 町教育委員会（役場２階）
申込期間　 １月７日（水） から１月２3日（金）

入園基準について
入園を希望する場合は、子ども・子育て支援法に定める「給付認定」を受ける必要があります。
「給付認定」は保育を必要とする理由等を国が定める基準により、次の３つの区分のいずれかに認定するものです。
給付認定申請については、入園申し込みと同時に行うことができます。

給付認定事由（保育を必要とする理由）
①保護者の就労	 保護者が、就労しているため保育を行うことが困難	
②母親の出産等	 妊娠中であるかまたは出産後間がない	
③病気等	 疾病にかかり、若しくは負傷し、または精神若しくは身体に障害を有している
④介護等	 同居の親族等を常時介護または看護している	
⑤災害の復旧等	 震災、風水害、火災その他の災害の復旧にあたっている	
⑥求職活動等	 求職活動（起業の準備も含む）を継続的に行っている	
⑦就学等	 学校、専修学校、各種学校その他教育施設に在学している	
⑧職業訓練	 職業訓練を受けている	
⑨児童虐待	 児童虐待が行われているまたは、再び行われるおそれがあると認められる
⑩配偶者の暴力	 配偶者からの暴力により、保育を行うことが困難であると認められる
⑪育児休業	 保護者の育児休業に係る子ども以外の子どもが、引き続き保育所等を利用することが必要
	 であると認められる
⑫その他	 その他町長が、認める前各号に類する状態にある	

		  問い合わせ先	 町教育委員会	 ☎ 38-6714　FAX 38-6717
				    安田さくら園	 ☎ 38-6618　FAX 38-6617	
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ご家庭
の皆さま

※省エネ効果は１日間の家庭での電力使用量に対する省エネ効果の概算値で、地域・時間帯による違いを考慮に入れた全国平均の値です。地域・
時間帯により省エネ効果は変動します。
※省エネ効果は自立循環型住宅設計ガイドライン設定モデル住宅（一般モデル）を用いた東京での年間のガス消費量の推計値を元に算出した値です。
地域・気候条件によって省エネ効果は変動します。
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１月　「口腔ケアから始めるストップザフレイル」
日時：1 月 16 日（金）午後１時 30 分から　　
場所：集落活動センター中山　

場　　所　せせらぎの郷　小川
開催日時　毎週金曜日　午前10時から午前１1時 30分
参 加 費　無料
持 参 物　水分補給用の水筒、ペットボトルなど
活動内容など　午前９時30から　血圧測定・体温測定
　　　　　　  午前 10時から　　百歳体操・かみかみ百歳体操
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交通事故の概況
（令和 7 年 1月１日から令和 7 年 11月30日）

1. 県内 （　）内は 11 月発生件数

件　　数 死　　者 負　傷　者

７年 （77）741 （5） 20 （80）818
６年 （68）823 （1） 19 （74）902
増 減 9 △ 82 4 1 6 △ 84

2. 安芸署管内 （　）内は 11 月発生件数

件　　数 死　　者 負　傷　者

７年 （3） 30 （0） 0 （3） 33
６年 （1） 28 （0） 2 （2） 35
増 減 2 2 0 △ 2 1 △ 2

※ 1 、 2 は物損を除く

3. 安田町発生件数

11 月中 累　計

人　
　
　

身

件　　　　数 0 1

死　　　　者 0 0

負 　傷　 者 0 1

物　　　　　　損 9 56

あったかふれあいセンターは、どなたでも参加できます。

社協あったか通信
サロン（集い）紹介　「ぽかぽかデー」

令和７年度 オンライン介護予防教室

問い合わせ先　町社会福祉協議会　☎ 38–5500　FAX 38-6878（担当：小川）

しばらく休止していましたが、「家で一人で過ごしよったら刺激が無く
ていかん」「やっぱりみんなの顔見ておしゃべりして、身体を動かさんと
いかん」と、再開することになりました。現在３名で百歳体操をしてい
ます。地域の皆さん、参加して一緒に楽しみましょう。

11 月 10 日に開催された「介護予防と食べること～今日からできる元気はつらつ食講座～」の一部を紹
介します。

高齢期になると栄養常識を変えましょう。筋肉量や心身機能の維持が大切です。要介護状態になる 
一歩手前の「低栄養・フレイル対
策」が必要です。１日３食バランス
に気を付け、たんぱく質や脂質を
しっかりととり、エネルギー不足に
よる痩せすぎを防ぎましょう。
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ス
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２月　在宅での危険予防「身近な危険を知って安心な毎日を」
日時：2 月 9 日（月）午前 10 時 30 分から　　
場所：町保健センター

１日３回
主食・主菜・副菜を

そろえておいしく
食べましょう。
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あんたろうがゆく！あんたろうがゆく！
11月23日・24日、滋賀県彦根市にある11月23日・24日、滋賀県彦根市にある
ビバシティ彦根へビバシティ彦根へ行ってきました行ってきました。。
集まった6 体のご当地キャラクターがそれぞれの地

域の地場産品を持ち寄りPR・販売する「なかよし物
産市」は、全国各地で開催されています。ビバシティに
集まったたくさんの人に、安田町と町の商品をPR する
ことができました。

11月30日、埼玉県志木市で開催された11月30日、埼玉県志木市で開催された
志木志木市民まつりに行ってきました。市民まつりに行ってきました。

大変多くの来場者がいる中、グリーティングや PR ステージ
で安田町の産品やふるさと納税等を積極的に宣伝しました。
安田町のブースでは、特産品の自然薯・ナス・トマト・みかん
を求める行列ができ、多くの人に町の自慢をPR・販売してき
ました。

●愛知県の方から●愛知県の方から
・	 はじめてこちらに寄付させていただきます。
　お米だけのつもりでしたが、お野菜もいっしょのプラン

もあるなんて…ちょっと欲張りですが、何が届くか楽
しみです。

●岐阜県の方から●岐阜県の方から
・	 安田町の子供たちの輝かしい未来を応援しています

●高知県の方から●高知県の方から
・	 母があんたろうの大ファンで、ゆるキャラ祭り等いつ

も一緒に応援しています。

●山形県の方から●山形県の方から
	 買いに行けないところなので、寄付で貢献できれば 

みかん楽しみしています。

●神奈川県の方から	●神奈川県の方から	
・	 ご当地キャラの安田朗くんから安田町を知りました。 

のんびり過ごせそうな素敵な町で、行ってみたいです。 
安田町のおいしい農産物、これからも楽しみにして
います。

●兵庫県の方から	●兵庫県の方から	
・	 安田朗くんの活動がきっかけで何度か安田町にも

足を運んでいます。服部農園さんのみかんも大人気
でなかなか手に入らないので今回楽しみにしてい
ます。安田町のみなさん優しくて素敵です。素敵な
町です。

●石川県の方から●石川県の方から
・	 以前送っていただいたなすがとても美味しかったです。

●千葉県の方から●千葉県の方から
・	 いつも美味しい野菜を有難う御座います
・	 おいしい物がたくさんありうらやましく思います 

今の産業が衰退しないよう物価高や自然災害に負けない
町を作ってください

・	 みかんが苦手な母ですが、服部農園さんのみかんは 
美味しい美味しいと言って食べています。いつも美味しい
みかんをありがとうございます。

●大阪府の方から●大阪府の方から
・	 毎年美味しい柚子をありがとうございます。今年も楽し

みにしています。
・	 子どもの頃、夏に祖父母の家へ行くと、いつも安田川

で泳いでました。川も海も山もあり、身近にある当たり
前の自然の恵みがいかに有り難いか実感します。地震
や津波などの災害が 1 番心配です。関西からいつも 
応援してます！

●東京都の方から●東京都の方から
・	 今度旅行で訪れたいと思っています！去年はトマトを頼

んで美味しかったので、今年はみかんとなすを選んでみ
ました！

・	 鮎おどる清流キャンプ場を利用したことがあります。 
南海地震から命を守るために、少しでも役立てていただ
ければ幸いです。

	

全国のふるさと納税寄附者から全国のふるさと納税寄附者から
安田町への応援メッセージ安田町への応援メッセージ
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カテゴリ（男・女・世帯数）と数字の書体違います。文字スタイルを適用して変更。

４月からいよいよ１年生

①2025.12.11md

令和8年（2026年）
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人口・世帯状況
令和７年11月末現在（前月比） 世帯数 1,149世帯（-３）男  1,074人（-５） 女  1,110人（-５） 合計 2,184人（-10） 

2026

１
No.721

安田小が安田小と交流？そうです。小豆島町立安田小学校（※１）と交流しています。
現在、安田町には小学校が１つしかありません。メリットもある反面、当然デメリットも生まれます。
例えば、多様なものの見方や考え方に触れる機会が少なかったり、互いに切磋琢磨して伸びていこう
とする気持ちを育むことが難しかったり……。そこで、①現状に満足することなく、より高い目標を
持って学校生活を送ってほしい  ②他地域の友達と関わることで、異なる文化や生活習慣、�
多様な価値観等を理解し、視野を広げてほしい  ③自分の思いや考えを伝える力、そして、相手の
思いや考えを受け取る力を伸ばしてほしいという３つの願いから、今年度から２年間（※２）、小豆島
町立安田小学校とオンラインでの交流学習を実施することにした訳です。
他校との学びが子ども達自身の成長に繋がればいいなと思います。

安田小学校だより
■■■■■■ヨ  ソ　を 知 る  ！  

高知イーブックス 電子書籍も公開中！

税金等のお支払いについて

町県民税	 第4期分
国民健康保険税	 第7期分
後期高齢者医療保険料	 第7期分

納期日2月2日

※２ なぜ、２年間なのか？

小豆島町には４つの小学校があり、そのうち
の３校が令和９年４月に統合されます。その
中に小豆島町立安田小学校も含まれている
ため、安田小学校同士で交流することができ
るのは令和８年度までとなるからです。

※１ なぜ、小豆島町立安田小学校なのか？

姉妹都市交流のある新潟県阿賀野市にも�
安田小学校がありますが、同じ四国内の同名校
ということで親近感を抱きながら交流を進
めていくことができるからです。また、全て
において未知数な学校より、分かりやすい共
通点が１つあり、交流していく中で他の共通
点や相違点を発見していくという過程の方
が楽しいからです。

～安田小学校 との交 流 ～


